
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

参
照
条
文
目
次

○

関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
抄
）

１

○

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
抄
）

２

○

関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
（
抄
）

２

○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
抄
）

３

○

関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
百
五
十
三
号
）
（
抄
）

４

○

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
号
）
（
抄
）

４
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○

関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
抄
）

（
課
税
標
準
及
び
税
率
）

第
三
条

関
税
は
、
輸
入
貨
物
の
価
格
又
は
数
量
を
課
税
標
準
と
し
て
課
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
税
率
は
、
別
表
に
よ
る
。

別
表

関
税
率
表
（
第
三
条
、
第
六
条
―
第
九
条
の
二
、
第
二
十
条
の
二
関
係
）

目
次（

省

略
）

番

号

品

名

税

率

（
省

略
）

（
省

略
）

（
省

略
）

（
省

略
）

○
四
・
○
二

ミ
ル
ク
及
び
ク
リ
ー
ム
（
濃
縮
若
し
く
は
乾
燥
を
し
又
は
砂
糖
そ
の
他
の
甘
味
料
を
加
え
た
も
の
に
限

る
。
）

○
四
○
二
・
一
○

粉
状
、
粒
状
そ
の
他
の
固
形
状
の
も
の
（
脂
肪
分
が
全
重
量
の
一
・
五
％
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

一

（
省

略
）

（
省

略
）

二

そ
の
他
の
も
の

㈠

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
含
む
。
）
、
義
務
教
育
学

校
、
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
課
程
を
置
く
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程

を
含
む
。
）
若
し
く
は
特
別
支
援
学
校
の
幼
児
、
児
童
若
し
く
は
生
徒
、
政
令
で
定
め
る

児
童
福
祉
施
設
若
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
政
令
で
定
め
る
施
設
の
児
童
又
は
児
童
福
祉
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
九
項
、
第
十
項
若
し
く
は
第
十

二
項
に
規
定
す
る
事
業
に
よ
る
保
育
を
受
け
る
児
童
の
給
食
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
学
校
等
給
食
用
の
も
の
」
と
い
う
。
）
及
び
配
合
飼
料
の
う
ち
政

令
で
定
め
る
も
の
の
製
造
に
使
用
す
る
た
め
の
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
飼
料
用

の
も
の
」
と
い
う
。
）

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

四
六
六
円

㈡

（
省

略
）

（
省

略
）

（
省

略
）

（
省

略
）

（
省

略
）
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（
省

略
）

○

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
抄
）
（
※
令
和
六
年
度
の
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
）

（
納
期
限
の
延
長
）

第
九
条
の
二

（
省

略
）

２

（
省

略
）

３

特
例
輸
入
者
が
、
期
限
内
特
例
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
税
額
に
相
当
す
る
関
税
を
納
付
す
べ
き
期
限
に
関

し
、
特
例
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
延
長
を
受
け
た
い
旨
の
申
請
書
を
第
七
条
の
二
第
二
項
（
申
告
の
特
例
）
の
税
関
長
に
提
出
し
た
と
き
は
、
当

該
税
関
長
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
納
付
す
べ
き
期
限
を
二
月
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
税
関
長
は
、
関
税
の
保
全
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
例
輸
入
者
に
対
し
、
当
該
期
限
内
特
例

申
告
書
に
記
載
し
た
関
税
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
担
保
の
提
供
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

特
例
委
託
輸
入
者
が
、
期
限
内
特
例
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
税
額
に
相
当
す
る
関
税
を
納
付
す
べ
き
期
限

に
関
し
、
特
例
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
延
長
を
受
け
た
い
旨
の
申
請
書
を
第
七
条
の
二
第
二
項
の
税
関
長
に
提
出
し
、
か
つ
、
当
該
期
限
内
特
例

申
告
書
に
記
載
し
た
関
税
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
担
保
を
当
該
税
関
長
に
提
供
し
た
と
き
は
、
当
該
税
関
長
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
関
税
額
が
当
該
提
供
さ
れ
た
担
保
の
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
納
付
す
べ
き
期
限
を
二
月
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

５

（
省

略
）

○

関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
（
抄
）
（
※
令
和
六
年
度
の
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
）

（
輸
入
数
量
が
輸
入
基
準
数
量
を
超
え
た
場
合
の
特
別
緊
急
関
税
）

第
七
条
の
三

平
成
七
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
、
別
表
第
一
の
六
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
当
該
年
度
中
の
こ
れ
ら
の
物
品
の
輸

入
数
量
を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
が
あ
ら
か
じ
め
財
務
大
臣
が
官
報
に
よ
る
告
示
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法

に
よ
る
公
表
（
以
下
「
告
示
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
数
量
（
以
下
こ
の
条
及
び
同
表
に
お
い
て
「
輸
入
基
準
数
量
」
と
い
う
。
）
を
超
え
た
場
合
に
は
、

当
該
各
項
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
つ
た
月
の
翌
々
月
の
初
日
（
次
項
第
六
号
及
び
第
八
項
に
お
い
て
「
発
動
日
」
と
い
う
。
）

か
ら
当
該
年
度
の
末
日
ま
で
の
期
間
内
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
課
す
る
関
税
の
率
は
、
関
税
定
率
法
第
三
条
（
課
税
標
準
及
び
税
率
）
の
規
定
又
は
第
二
条
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若
し
く
は
第
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
別
表
に
定
め
る
税
率
（
別
表
第
一
の
三
に
掲
げ
る
物
品
に
あ
つ
て
は
、
同

表
に
定
め
る
税
率
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
附
属
書
一
Ａ
の
千
九
百
九
十
四
年
の
関
税
及
び

貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
議
定
書
に
附
属
す
る
譲
許
表
の
第
三
十
八
表
の
日
本
国
の
譲
許
表
に
定
め
る
税
率
（
第
七
条
の
七
及
び
第
八
条
の

二
に
お
い
て
「
協
定
税
率
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の
（
関
税
に
つ
い
て
の
条
約
の
特
別
の
規
定
及
び
同
法
第
五
条
（
便
益
関
税
）
の
規
定

に
よ
る
便
益
を
受
け
な
い
国
（
そ
の
一
部
で
あ
る
地
域
を
含
む
。
）
の
生
産
物
で
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
法
別
表
に
定
め
る
税
率
。
次
条
第
一

項
に
お
い
て
「
通
常
の
関
税
率
」
と
い
う
。
）
に
、
別
表
第
一
の
六
に
定
め
る
期
間
内
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
に
定
め
る
税

率
を
加
算
し
た
税
率
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
和
六
年
度
に
お
い
て
は
、
当
該
年
度
中
の
同
表
に
掲
げ
る
物
品
の
輸
入
数
量
を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た

輸
入
数
量
か
ら
当
該
年
度
中
の
当
該
各
項
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
つ
て
経
済
連
携
協
定
（
一
般
協
定
第
二
十
四
条
８
⒝
に
規
定
す
る
自
由
貿
易
地
域
を
設
定
す

る
た
め
の
措
置
そ
の
他
貿
易
の
自
由
化
、
投
資
の
円
滑
化
等
の
措
置
を
総
合
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
我
が
国
と
我
が
国
以
外
の
締
約
国
（
固
有
の
関
税
及

び
貿
易
に
関
す
る
制
度
を
有
す
る
地
域
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と
の
間
の
経
済
上
の
連
携
を
強
化
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
で
あ
つ
て
、
そ
の
適
確

な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
こ
の
法
律
に
基
づ
く
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
基
づ

き
当
該
経
済
連
携
協
定
の
原
産
品
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
税
関
長
が
認
め
た
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
項
に
お

い
て
「
経
済
連
携
協
定
原
産
品
」
と
い
う
。
）
に
係
る
輸
入
数
量
及
び
同
表
の
各
項
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
つ
て
当
該
経
済
連
携
協
定
の
我
が
国
以
外
の
締
約

国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
（
経
済
連
携
協
定
原
産
品
を
除
く
。
第
八
項
に
お
い
て
「
締
約
国
産
物
品
」
と
い
う
。
）
に
係
る
輸
入
数
量
（
政
令
で
定
め
る
日

前
の
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
当
該
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
を
控
除
し
た
輸
入
数
量
が
あ
ら
か
じ
め
財
務
大
臣

が
告
示
等
を
す
る
数
量
（
第
六
項
に
お
い
て
「
協
定
対
象
外
輸
入
基
準
数
量
」
と
い
う
。
）
を
超
え
た
場
合
に
限
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
別
表
第
一
の
六
に
掲
げ
る
物
品
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一
～
五

（
省

略
）

六

発
動
日
前
に
お
い
て
本
邦
に
向
け
て
送
り
出
さ
れ
た
物
品
で
あ
る
こ
と
を
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
税
関
長
が
認
め
た
も
の

３
～
６

（
省

略
）

７

第
一
項
及
び
第
四
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
輸
入
数
量
は
、
関
税
法
第
百
二
条
第
一

項
第
一
号
（
証
明
書
類
の
交
付
及
び
統
計
の
閲
覧
等
）
の
統
計
の
数
値
又
は
当
該
統
計
の
作
成
方
法
を
基
準
と
し
て
、
第
四
項
に
規
定
す
る
国
内
消
費
量

は
、
政
令
で
定
め
る
統
計
の
数
値
又
は
当
該
統
計
の
作
成
方
法
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

８

（
省

略
）

○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
抄
）
（
※
令
和
六
年
四
月
一
日
以
降
）

第
七
条

こ
の
法
律
で
、
児
童
福
祉
施
設
と
は
、
助
産
施
設
、
乳
児
院
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
保
育
所
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
、
児
童
厚
生
施
設
、
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児
童
養
護
施
設
、
障
害
児
入
所
施
設
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
心
理
治
療
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
里
親
支

援
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

②

（
省

略
）

第
四
十
四
条
の
三

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
里
親
支
援
事
業
を
行
う
ほ
か
、
里
親
及
び
里
親
に
養
育
さ
れ
る
児
童
並
び
に
里
親
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
つ
い

て
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

②

（
省

略
）

○

関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
百
五
十
三
号
）
（
抄
）

（
関
税
割
当
て
を
す
る
物
品
及
び
そ
の
数
量
）

第
一
条

関
税
暫
定
措
置
法
（
以
下
「
暫
定
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
物
品
は
、
こ
の
政
令
の
別
表
に
掲
げ
る
物
品

と
す
る
。

２

別
表
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
き
暫
定
法
の
別
表
第
一
の
品
名
の
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
数
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
の
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
つ

き
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

○

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
号
）
（
抄
）

（
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
範
囲
）

第
一
条

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号
イ
（
定
義
）
に
規
定
す
る

政
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一

別
表
に
掲
げ
る
申
告
そ
の
他
の
手
続
に
関
す
る
業
務

二
～
十

（
省

略
）

２
～
７

（
省

略
）
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